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葛
野
の
用
水
路 

  

大
月
市
七
保
町
の
葛
野
・
大
島
・
下
和
田
の
３
地
区
は
、
葛
野
川
東
岸
に
開
け
た
、
連
な
る
地
域
で
す
。

幾
重
に
も
な
る
河
岸
段
丘
面
に
耕
地
や
住
宅
が
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
、
葛
野
と
大
島
で
葛
野
村

を
、そ
の
隣
村
に
下
和
田
村
を
形
作
っ
て
い
ま
し
た
。 

江
戸
時
代
前
の
古
記
録
が
な
い
の
で
、
そ
れ
ま
で
の
確
か
な
歴
史
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
江
戸
時
代
の

文
書
は
い
く
ら
か
残
さ
れ
て
い
ま
す
。地
域
史
を
明
ら
か
に
で
き
る
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
少
し
で
も

地
域
の
歴
史
を
解
明
し
て
、
そ
れ
が
人
々
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
文

書
か
ら
わ
か
る
旧
葛
野
村
・
下
和
田
村
の
歴
史
の
一
つ
と
し
て
、
当
時
か
ら
あ
る
用
水
路
に
つ
い
て
記
述

し
ま
す
。
な
お
、
葛
野
の
用
水
路
に
は
正
式
な
呼
称
が
な
い
の
で
、
以
降
は
便
宜
上
「
葛
野
様
子
路
」
と
し

ま
す
。 

 
 

江
戸
時
代
の
葛
野
村
は
、
記
録
が
残
る
な
か
で
、
家
数
は
天
保
年
間
（
一
八
三
〇
～
一
八
四
四
年
）
中

頃
に
一
四
〇
戸
四
ヵ
寺
、
人
口
は
天
明
七
（
一
七
八
七
）
年
の
六
五
四
人
が
最
多
で
す
。
寛
文
九
（
一
六

六
九
）
年
の
検
地
で
は
村
高
二
三
九
石
余
で
し
た
。
そ
の
う
ち
、
田
が
九
六
石
余
、
面
積
一
〇
町
歩
（
約

一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
弱
、畑
が
一
二
三
石
余
（
屋
敷
地
を
除
く
）
、面
積
二
〇
町
歩
余
（
同
）
で
畑
勝
ち
で
し

た
。
一
部
明
治
の
統
計
に
依
り
ま
す
が
、
郡
内
領
各
村
と
比
べ
る
と
、
村
高
・
家
数
・
人
口
・
水
田
面
積
・
田

畑
合
計
面
積
は
郡
内
平
均
よ
り
や
や
多
い
村
で
し
た
。 

一
方
、
下
和
田
村
は
、
家
数
は
天
保
七
（
一
八
三
六
）
年
に
一
〇
四
戸
一
ヵ
寺
で
、人
口
は
文
政
七
（
一

八
二
四
）
年
の
四
六
八
人
が
、
記
録
が
あ
る
中
で
最
多
で
す
。
村
高
は
、
寛
文
検
地
で
一
七
五
石
余
で
し

た
。そ
の
う
ち
、田
が
二
四
石
余
で
面
積
二
町
七
反
余
、畑
（
屋
敷
地
を
除
く
）
が
一
三
九
石
余
、面
積
二

五
町
五
反
余
で
し
た
。
郡
内
領
各
村
の
な
か
で
は
、
村
高
・
人
口
・
家
数
と
も
に
少
な
い
ほ
う
で
し
た
が
、

田
高
は
郡
内
領
平
均
の
半
分
程
度
、畑
高
は
平
均
以
上
で
し
た
。 

山
勝
ち
の
郡
内
に
あ
っ
て
、葛
野
村
の
水
田
面
積
が
多
い
の
は
、
土
地
の
条
件
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
江

戸
時
代
早
期
に
既
に
葛
野
用
水
路
が
有
り
、村
民
の
努
力
で
そ
れ
を
維
持
、
管
理
し
て
き
た
こ
と
に
依
り

ま
す
。葛
野
用
水
路
の
初
期
の
築
造
年
代
は
全
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、寛
文
九
年
に
は
既
に
用
水
路
が
有

っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
根
拠
は
、葛
野
用
水
路
は
隣
村
の
下
和
田
村
ま
で
延
び
て
い
ま
す
が
、
下
和

田
村
の
田
高
が
寛
文
検
地
以
後
全
く
変
わ
っ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
用
水
路
が
開
削
さ
れ
れ
ば
、
田
高
の

大
き
な
増
加
が
あ
る
は
ず
で
す
が
、
下
和
田
村
の
田
高
は
変
化
が
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
葛
野
村
の
田
高

は
、
寛
文
検
地
以
後
、
安
政
年
間
以
前
ま
で
に
田
高
が
九
石
余
り
増
加
し
て
一
〇
五
石
余
に
な
り
、
畑
高

が
六
石
弱
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
用
水
路
沿
い
だ
け
で
な
く
、
幾
筋
も
の
沢
水
を
利
用
し
た
沢
田
も

含
め
て
、水
利
の
向
上
に
依
る
、畑
の
「
田
成

た

な

り

」
も
含
め
た
開
田
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

現
在
の
葛
野
用
水
路
は
、
田
無
瀬
か
ら
下
和
田
ま
で
お
よ
そ
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
が
、
寛
文
期



頃
は
現
在
よ
り
短
い
も
の
で
し
た
。
そ
れ
が
延
長
さ
れ
た
の
は
、
出
水
の
た
び
に
河
床
が
浸
食
さ
れ
て
低

下
し
、そ
れ
に
伴
っ
て
取
水
口
が
次
第
に
上
流
に
上
っ
て
行
っ
た
か
ら
で
す
。 

葛
野
川
と
用
水
路
に
関
係
す
る
古
文
書
の
記
録
を
「
葛
野
村
の
堤
防
と
用
水
路
の
「
御
普
請
」
の
記

録
」
（
別
掲
表
）
と
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
る
と
、
江
戸
時
代
後
半
だ
け
で
も
こ
ん
な
に
多
く
の
堤
防
・
用

水
路
の
工
事
が
あ
っ
た
、
つ
ま
り
洪
水
が
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
堤
防
の
被
害
は
上
流
・
下
流
を

問
わ
ず
に
起
こ
り
ま
す
が
、
用
水
路
の
被
害
は
、
取
水
口
付
近
や
上
流
域
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
事
実
、

「
葛
野
村
の
堤
防
と
用
水
路
の
…
」
と
し
た
の
は
、
用
水
路
末
の
下
和
田
村
に
は
、
堤
防
「
御
普
請
」
の
記

録
は
有
り
ま
す
が
、
用
水
路
「
御
普
請
」
の
記
録
は
全
く
無
い
か
ら
で
す
。
そ
れ
は
、
葛
野
川
だ
け
で
は
な

く
、全
国
的
な
こ
と
で
す
。地
域
を
問
わ
ず
昔
人
の
苦
労
が
偲
ば
れ
ま
す
。 

こ
こ
に
展
示
す
る
村
絵
図
と
古
文
書
は
、
葛
野
用
水
路
の
初
期
の
様
子
と
、
二
つ
の
堀
抜
（
便
宜
上

「
大
口
堀
抜
」
、「
高
岩
堀
抜
」
）
を
築
い
て
現
在
の
形
に
近
い
も
の
が
で
き
る
ま
で
の
工
事
の
様
子
が
わ
か

る
も
の
で
す
。 

そ
の
時
期
と
展
示
物
は
、 

（
１
）
掘
抜
が
で
き
る
前 

村
絵
図 

「
天
明
二
年 

用
水
路
御
普
請
出
来
形
書
上
帳
」
（
一
七
八
二
年
） 

（
２
）
「
大
口
堀
抜
」
計
画
と
工
事 

「
議
定
連
印
證
文
之
事
」
（
推
定
一
七
八
八
年
） 

「
寛
政
元
年 

用
水
路
御
普
請
出
来
形
書
上
帳
」
（
一
七
八
九
年
） 

（
３
）
「
高
岩
堀
抜
」
以
前
の
経
過
と
工
事 

「
文
政
八
酉
年 

用
水
堀
抜
御
普
請
出
来
形
書
上
帳
」
（
一
八
二
五
年
） 

で
す
。 

 

古
文
書
の
中
に
「
御
普
請
」
と
い
う
言
葉
が
何
度
も
出
て
き
ま
す
。御
普
請
は
、江
戸
時
代
の
各
種
の
土

木
工
事
の
中
で
、
工
事
規
模
が
大
き
く
、
村
の
負
担
だ
け
で
は
完
成
が
困
難
な
工
事
に
対
し
て
、
幕
府
が

費
用
の
一
部
を
負
担
す
る
も
の
で
す
。
そ
れ
に
比
べ
て
小
規
模
な
工
事
は
、
「
村
普
請
」
「
村
繕
」

 

む
ら
つ
く
ろ
い 

な
ど
と

い
っ
て
、村
だ
け
の
負
担
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

展
示
す
る
古
文
書
は
、
御
普
請
と
し
て
行
わ
れ
た
工
事
の
報
告
書
で
す
。
葛
野
村
に
も
下
和
田
村
に
も

村
普
請
に
関
係
す
る
古
文
書
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
村
普
請
で
行
わ
れ
た
工
事
は
全
く
わ
か
り
ま
せ

ん
。 

 

江
戸
時
代
の
村
絵
図
（
年
代
不
明
）
を
見
る
と
、用
水
路
は
上
下
２
本
あ
り
、そ
れ
ら
を
「
大
口
上
堰
」

「
大
口
下
堰
」
と
記
し
た
文
書
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
取
水
口
は
現
在
よ
り
は
る
か
に
下
流
で
、
村
絵
図
か

ら
は
、
上
堰
は
葛
野
区
和
田
原
地
内
か
ら
、
下
堰
は
和
田
原
か
沖
地
内
か
ら
取
水
し
て
い
ま
し
た
。
現
在



で
は
「
大
口
」
と
い
う
地
名
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
当
時
は
現
七
保
橋
付
近
か
ら
下
流
の
川
辺
一
帯
を

「
大
口
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
「
上
堰
」
は
葛
野
和
田
原
か
ら
隣
村
下
和
田
ま
で
、
「
下
堰
」
は
、
沖
か
ら

「
ど
う
か
ん
沢
」
を
過
ぎ
、
「
桐
木
田
」
ま
で
続
い
て
い
ま
し
た
。
記
録
に
登
場
す
る
葛
野
の
用
水
路
は
、ほ

と
ん
ど
大
口
上
堰
で
す
。
「
大
口
下
堰
」
は
、
天
明
二
（
一
七
八
二
）
年
の
文
書
に
名
前
が
あ
り
、
ま
た
天

保
十
四
（
一
八
四
三
）
年
の
村
絵
図
に
も
「
用
水
下
堰
」
と
あ
り
ま
す
が
、
い
つ
現
在
の
上
堰
一
本
に
な
っ

た
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

 

寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年
に
一
つ
目
の
「
大
口
堀
抜
」
が
で
き
て
今
年
は
二
三
六
年
、文
政
八
（
一
八
二

五
）
年
に
二
つ
目
の
「
高
岩
堀
抜
」
が
で
き
て
二
〇
〇
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
後
も
大
雨
出
水
の
た
め
に
取

水
口
や
用
水
路
の
流
失
崩
壊
や
川
底
低
下
は
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
高
岩
堀
抜
の
完
成
前
後
を
比

べ
る
と
、古
文
書
が
残
っ
て
い
る
も
の
だ
け
で
の
比
較
で
す
が
、
宝
暦
六
年
か
ら
完
成
前
七
〇
年
間
に
二
七

回
の
用
水
路
関
係
御
普
請
が
有
っ
た
の
に
対
し
て
、
そ
の
後
の
明
治
二
年
ま
で
四
五
年
間
に
六
回
で
、
お

よ
そ
三
分
の
一
に
減
り
ま
し
た
。
村
普
請
に
依
る
小
規
模
な
工
事
は
有
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
江
戸

時
代
の
村
民
の
負
担
は
小
さ
く
な
り
ま
し
た
。 

  

明
治
か
ら
一
五
〇
年
余
、川
の
浸
食
作
用
に
よ
る
河
床
低
下
は
避
け
ら
れ
ず
、取
水
口
は
さ
ら
に
上
流

に
移
り
、
今
は
強
固
な
堰
堤
の
上
に
あ
り
ま
す
。
近
代
技
術
の
お
陰
で
、
江
戸
時
代
の
よ
う
な
頻
繁
な
用

水
路
工
事
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
今
日
ま
で
大
き
な
心
配
も
な
く
落
ち
着
い
て
生
産
活
動
に
勤
し
め
た

の
は
、
用
水
路
の
原
形
を
築
い
て
き
た
江
戸
時
代
の
人
々
の
苦
労
の
賜
物
で
あ
る
と
同
時
に
、
現
在
も
用

水
路
の
保
全
に
努
め
る
地
元
の
人
々
の
御
尽
力
に
よ
る
も
の
で
す
。 

 

な
お
、
現
在
の
用
水
路
は
、
江
戸
時
代
に
掘
ら
れ
た
大
口
と
高
岩
の
二
つ
の
ほ
か
に
、
「
さ
す
み
や
」
に

も
堀
抜
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、さ
す
み
や
の
堀
抜
は
、
い
つ
造
ら
れ
た
も
の
か
記
録
が
あ
り
ま
せ
ん
。
お
そ

ら
く
は
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
の
県
道
整
備
工
事
の
時
期
と
思
わ
れ
ま
す
が
、こ
れ
に
つ
い
て
は
、今
後

も
調
査
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 



                        

「
天
明
２
年
」
＝

1782

年 

「
御
普
請
」
は
、代
官
所
（
役
所
）
を
通
じ
て
勘
定
所
（
幕
府
）
の
費
用
が
出
る
土
木
工
事 

「
御
普
請
出
来
形
書
上
帳
」
＝
土
木
工
事
の
完
成
報
告
書 

※ 

こ
の
文
書
は
、
田
無
瀬
向
か
い
の
２
つ
の
用
水
ト
ン
ネ
ル
が
出
来
る
前
の
用
水
路
工
事
の
も
の
で
す
。
現
七

保
橋
の
辺
り
か
ら
下
流
の
和
田
原
・
沖
の
川
辺
を
「
大
口

お
お
ぐ
ち

」
と
言
い
、
当
初
は
そ
の
辺
り
に
用
水
路
の
取
水

口
が
あ
り
ま
し
た
。 

                      
 

都
留
郡 

    
 

天
明

て

ん

め

い

２
年
（

年
）      

 

葛
野
村 

    

用
水
路
御
普
請
出
来
形
書
上
帳

よ

う

す

い

 

ろ

 

ご

 

ふ

 

し

ん

 

で

 

き

 

が

た

 

か

き

あ

げ

ち

ょ

う 

       

寅
（
年
）

と
ら 

ど
し 

 

４
月 

表紙 



                      

「
村
高

む
ら
だ
か

」
＝
江
戸
時
代
、米
に
換
算
し
た
葛
野
村
の
生
産
高
（
田
畑
、屋
敷
、桑
、漆
） 

「
反
別

た
ん
べ
つ

」
＝
村
高
に
か
か
わ
る
面
積
。こ
こ
で
は
、田
畑
と
屋
敷
地
の
面
積
合
計 

「
取
米

と
り
ま
い

」
＝
村
高
に
か
か
る
年
貢
高 

「
田
高

た

だ

か

」
＝
葛
野
村
の
水
田
の
石
高
合
計 

 

※ 

こ
の
年
の
年
貢
は
、「
取
米
」
÷

「
村
高
」
＝
約
55

％ 

  
 
  

村
高

石
９
升
６
合  

 
  

葛
野
村 

  
 
  

 
  

 
 

内
１
石
５
斗
１
升
６
合 

新
田 

  
 
  

 
  

こ
の
反
別

町
６
畝
２
歩 

  
 
  

 
  

こ
の
取
米

石
３
斗
４
升
４
合
８
勺 

  
 
  

 
  

 
  

 

田
高

石
２
斗
９
升
２
合 

  
 
  

 
  

内  

こ
の
反
別

町
２
反
９
畝
16

歩
半 

  
 
  

 
  

 
  

 

こ
の
取
米

石
６
合
８
勺 

１頁 



                      

「
畑
高

は
た
だ
か

」
＝
葛
野
村
の
畑
の
石
高
合
計
。屋
敷
地
を
含
む
。 

 

※
本
文
は
、こ
の
後
は
、用
水
路
に
か
か
わ
る
説
明
に
な
る
。 

 

「
用
水
〆
切
石
積

し
め
き
り
い
し
づ
み

」
＝
用
水
路
取
水
口
の
石
積
み
堤
防
。
30

間け
ん

は
約
54

ｍ 

「
敷し
き

」
＝
堤
防
断
面
の
底
辺
の
長
さ 

「
馬
踏

ば

ふ

み

」
＝
堤
防
断
面
の
上
辺
の
長
さ 

「
坪つ
ぼ

」
＝
面
積
で
は
な
く
、
体
積
「
立
方

り
っ
ぽ
う

坪
」
（
立

 

り
ゅ
う

坪
、約
６
㎥
）
。「
16

坪
７
合
」
は
約
100

㎥ 

「
石
取
り
１
坪
５
人
」
＝
１
立
方
坪
の
石
を
取
る
人
足
が
５
人
必
要 

石
積
を
造
る
の
に
石
取
り
人
足
83.

５
人
が
必
要
。江
戸
時
代
も
小
数
点
以
下
を
計
算
し
た
。 

  
 
  

畑
高

石
８
斗
４
合 

  
 
  

 
 

こ
の
反
別

町
７
反
６
畝
15

歩
半 

  
 

こ
の
取
米

石
３
斗
３
升
８
合 

一
つ
、用
水
〆
切
石
積 

長
さ

間 

平
均 

  
  

２
ヵ
所 

こ
の
石

坪
７
合  

 

但
し 

人
足

人
５
分 

  
 
  

 
  

内 

２頁 

石
取
り
１
坪 

５
人 高

さ
４
尺 

敷
６
尺 

馬
踏
み
４
尺 



        

                  

「
大
口
上
堰

う
え
せ
ぎ

」
＝
現
在
あ
る
用
水
路
。当
時
は
、「
下
堰

し
た
せ
ぎ

」
も
あ
り
、２
本
の
用
水
路
が
あ
っ
た
。 

「
用
水
土
手
台
石
積
」
＝
用
水
路
土
手
の
石
積
み
。「
石
10

坪
」
は
約
60

㎥ 

「
用
水
枠
」
＝
用
水
路
の
内
側
を
木
枠
で
作
り
、
枠
の
周
り
を
石
で
包
ん
だ
の
だ
ろ
う
。 

「
１
丈
」
は
約
３
ｍ
。
１
丈
１
尺
４
寸
は
約
3.4

ｍ 

「
有
り
石
」
＝
１
坪
５
合
の
石
は
、そ
こ
に
有
り
合
わ
せ
の
石
を
使
っ
た
。 

     
 
  

 
  

 
  

 
  

長
さ

間  
 

大
口
上
堰 

  
 
  

 
  

 
  

 
  

長
さ

間  
 

大
口
下
堰 

  
 
  

一
つ
、
用
水
土
手
台
石
積
み 

長
さ

間 

但
し  
 
  

 
 

１
ヵ
所 

  
 
  

 
  

 
 

こ
の
石

坪 
 
  

 
  

 
 

但
し 

  
 
  

 
  

 
 

人
足

人 

  
 
  

一
つ
、
用
水
枠
５
組 

  
 
  

 
  

 

内
法 

  
 
  

 
  

 
  

 

内 

１
坪
５
合  

 
  

 
 

有
り
石 

３頁 

高
さ
４
尺 

横
３
尺 

石
取
り
１
坪 

５
人 

高
さ
５
尺
４
寸 

長
さ
１
丈
１
尺
４
寸 

横
５
尺
４
寸 



                         

 

６
坪
５
合
＝
約
39

㎥ 

「
内
」
＝
「
用
水
枠
５
組
」
を
使
っ
た
場
所 

「
井
路

い

ろ

」
＝
用
水
路 

「
松
木
」
＝
松
の
木 

「
末
口

す
え
く
ち

」
＝
材
料
の
丸
太
の
細
い
方
の
直
径 

     
 
  

 
  

 

残
し
て
６
坪
５
合  

但
し 

  
 
  

 
  

 

人
足

人
５
分 

  
 
  

 
  

 
  

 
 

１
組 

  
 
  

 
  

 
 

大
口
井
路
縁 

  
 
  

 
  

 

内 
 

２
組 

  
 
  

 
  

 
 

同 

井
路
囲
い 

  
 
  

 
  

 
  

 
 

２
組 

  
 
  

 
  

 
 

同 

下
井
路
台 

  
 
  

 
  

 

松
木

本  
 
  

 
 
 
   

 
  

 
  

 
  

 

枠
柱 

  
 
 

  
 
  

 
  

 

同
木

本  
 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 

長
貫

な

が

ぬ

き 

４頁 

当時の堤防施設参考図、『地方凡例録』より。 

本文と直接関係はない。  

長
さ
１
丈
３
尺 

末
口
４
寸 

石
取
り
１
坪 

５
人 

長
さ
６
尺 

末
口
６
寸 

沈枠 

こ
れ
は
１
組
６
本
ず
つ    

５
組
分 



                        

      

  
 
  

 
  

 
  

 

こ
れ
は
１
組
４
本
ず
つ 

５
組
分 

  
 
  

 
  

 
 

同
木

本 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
横
貫 

こ
れ
は
１
組
６
本
ず
つ 

５
組
分 

雑
木

本  
 
  

  
 
 
  

 
  

  

立
成
木

た

て

な

り

ぎ 

こ
れ
は
１
組

本
ず
つ 

５
組
分 

同
木

本  
 
  

 
  

 
  

  
 
 
 

敷
成
木

し

き

な

り

ぎ 

こ
れ
は
１
組

本
ず
つ 

５
組
分 

藤

房 

こ
れ
は
１
組
３
房
ず
つ 

か
ら
み
付
け
に
使
う 

５頁 

当時の堤防施設参考図、『地方凡例録』より。 
本文と直接関係はない。 

長
さ
７
尺
６
寸 

末
口
４
寸 

長
さ
６
尺 

末
口
３
寸 

長
さ
７
尺 

末
口
３
寸 



                              

 

「
太
尾
山

ふ

と

お

や

ま

」
＝
用
水
路
工
事
の
材
木
を
伐
り
出
し
た
山 

「
立
林

た
て
ば
や
し

」
＝
「
立
山

た
て
や
ま

」
「
留
山

と
め
や
ま

」
。住
民
の
狩
猟
・伐
木
を
禁
じ
た
山
林 

材
木
は
公
共
目
的
に
利
用
さ
れ
た
。 

「
往
返

お
う

へ
ん

」
＝
往
復
。「
太
尾
山
」
ま
で
往
復
６
里
を
１
日
が
か
り
で
材
木
を
伐
り
出
し
た
。 

    

  

６頁 

  
 
  

 
  

 
 

大
工

人 

                   

こ
れ
は
１
組
３
人
ず
つ
一
式
仕
立
て
共 

  
 
  

 
  

 
 

人
足

人 

  
                 

こ
れ
は
大
工
手
伝
い
一
式
仕
立
て
共 

  
 

一
つ
、人
足

人
９
分 

但
し 

  
 
  

 
  

 
  

 
  

内 

  
 
  

 
  

 
  

３
人
７
分  

 
 

  
 
  

 
  

 
 

人  
 
 

右
の
木
１
本
１
人
持
ち 

 

長
さ
６
尺
、末
口
６
寸
の
木
30
本 

１
人
８
本
伐
り 

御
普
請
所
よ
り
同
村
太
尾
山
立
林 

ま
で
往
返
６
里
、一
日
６
里
の
歩
行 



                      

「
村
役
」
＝
村
が
負
担
す
る
分 

「
御
普
請
」
は
幕
府
費
用
が
出
る
が
、全
額
で
は
な
く
、村
負
担
も
あ
っ
た
。 

「
右
の
寄
せ
」
＝
そ
れ
ま
で
の
合
計 

    

２
人
２
分 

人 
  

 
  

 
  

 
 

右
の
木
１
本
２
人
持
ち 

２
人 人 

  
 
  

 
  

 
 

右
の
木
２
本
１
人
持
ち 

  
 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

右
の
寄
せ 

  
 
  

 
  

松
木

本 

  
 
  

 
  

雑
木

本 

村
役 

長
さ
７
尺
６
寸
、末
口
４
寸
の
木 

30

本
、１
人
15

本
伐
り 

長
さ
１
丈
３
尺
６
寸
、末
口
４
寸
の
木 

20

本
、１
人
９
本
伐
り 

７頁 



                       

「
藤
」
＝
構
造
物
を
作
る
際
に
、材
木
同
士
を
藤
蔓
で
縛
り
付
け
た
。 

「
賃
永

ち
ん
え
い

」
＝
賃
金
。銭
を
「
永
」
と
言
っ
た
。 

「
村
役
人
足
」
＝
人
足
は
、村
高
100

石
に
つ
き
50

人
を
村
負
担
で
出
し
た
。 

「
御
扶
持
米

お 

ふ 

ち 

ま

い

人
足
」
＝
役
所
か
ら
米
（
賃
米
）
を
支
給
さ
れ
る
人
足 

  

村
役  

藤

房 

  
 
  

 

大
工

人 

  
 
  

 
  

 
  

 
 

賃
永

文 
 

但
し 

  
 

人
足

人
９
分 

内 

  
 
  

 
 

人
５
分 

  
 
  

 
 

人
５
分  

  
 
  

 
  

 
  

御
扶
持
米
人
足 

こ
の
米
４
斗
５
升
３
合
７
勺 

但
し 

１
人 

永

文 

高

石

人 

村
役
人
足 

１
人
米 

７
合
５
勺 

８頁 



                      

「
小
以

こ

い

」
＝
小
計 

御
普
請
所
と
し
て
幕
府
が
出
し
た
費
用
は
、
米
を
１
石
１
斗
５
升
ほ
ど
と
、
金

２
分ぶ

（
１
両
の
半
分
）
ほ
ど
だ
っ
た
。 

「
定
式
」

じ
ょ
う
し
き 

＝
決
め
ら
れ
た
方
法 

  

人
９
分 

  
 

材
木
持
ち
運
び
人
足 

こ
の
米
６
斗
９
升
６
合
７
勺 

  

但
し 

  
 

米
１
石
１
斗
５
升
４
勺 

  
 

金
２
分
と
永

文 

 

右
は
定
式
用
水
路
御
普
請
所
替
え
出
来
仕
り
候
あ
い
だ
、
何
卒 

早
速
御
見
分
成
し
下
さ
れ
候
よ
う
願
い
上
げ
奉
り
候
。以
上 

１
人
米 

７
合
５
勺 

９頁 



                              

１０頁 11 頁 

都
留
郡 

葛
野
村 

 

天
明
２
年 

寅
４
月 

久
保
平
三
郎
様 

御
役
所 

  
 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

 

前
書
き
の
通
り
出
来
形
相
違
こ
れ
無
く
候
。

 

そ
う
ろ
う 

以
上
。 

            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

久
保
平
三
郎
手
代 

               
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

江
場
丹
次

○印 
               

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

芳
野
良
蔵

○印 

 

「名主
な ぬ し

・組頭（与頭
くみがしら

）・百姓代
ひゃくしょうだい

」＝村役人。「地方三役」 

「久保 平三郎」＝石和代官、安永３～天明４(1774～1784)年在任。当時郡内領は石和代官預かりだった。 

「手代
て だ い

」＝代官配下の役人。庶民から選ばれた。 

名
主 

 
 

善
五
右
衛
門

○印 

組
頭 

 
 

源

兵

衛

○印 

与
頭 

 
 

市
左
衛
門

○印 

百
姓
代 

甚
右
衛
門

○印 



 【
解
説
】 

  

こ
の
文
書
は
、現
七
保
橋
上
流
に
あ
る
２
本
の
用
水
ト
ン
ネ
ル
が
ま
だ
掘
ら
れ
て
い
な
い
、葛
野
用

水
路
の
取
水
口
が
現
在
位
置
か
ら
400

ｍ
以
上
も
下
流
に
あ
っ
た
時
期
の
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
こ

れ
よ
り
古
い
文
書
の
現
物
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
よ
り
古
い
詳
細
な
内
容
は
わ
か
り
ま
せ

ん
。 

 

村
絵
図
を
見
る
と
、和
田
原
の
「
用
水
入
口
」
に
材
木
を
組
み
合
わ
せ
た
取
水
口
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。こ
の
よ
う
な
施
設
に
よ
っ
て
用
水
を
引
き
入
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

こ
の
文
書
に
表
さ
れ
た
天
明
２
年
４
月
報
告
の
御
普
請
の
内
容
と
規
模
は
次
の
と
お
り
で
、
こ

れ
は
、取
水
口
と
用
水
路
途
中
の
崩
壊
を
修
繕
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
工
事
で
す
。 

① 

「
用
水
〆
切
石
積
」
…
…
川
か
ら
用
水
路
へ
導
水
す
る
た
め
の
堤
。
大
口
の
「
上
堰
」
「
下

堰
」
両
方
に
長
さ
15

間
（
約
27

ｍ
）
の
石
積
を
築
い
た
。 

② 

「
用
水
土
手
台
石
積
」
…
…
用
水
路
を
支
え
る
土
手
の
石
積
。長
さ
30

間
を
築
い
た
。こ
れ

は
「
上
堰
」
か
「
下
堰
」
か
わ
か
ら
な
い
。 

③ 

「
用
水
枠
」
…
…
用
水
路
途
中
の
修
繕
に
５
組
造
っ
た
。
こ
れ
は
、「
上
堰
」
に
３
組
、
「
下
堰
」

に
２
組
。材
木
で
用
水
路
の
枠
を
造
り
、石
で
用
水
路
の
土
手
を
築
い
た
。 

④ 

材
料
と
人
員
…
…
石
33

．２
坪
（
約
199

．２
㎥
）
、
材
木
大
小
420

本
、
フ
ジ
蔓
15

房
、
大
工

15

人
、人
足
273

．９
人
。こ
の
う
ち
幕
府
負
担
は
、松
木
80

本
（
御
用
木
）
、大

工
賃
銭
（
金
２
分
永
70

文
（
570

文
）
）
、大
工
手
伝
い
と
材
木
運
搬
の
人
足
賃

米
１
石
１
斗
５
升
４
勺
（
153

．４
人
分
）
。
材
木
は
、
片
道
３
里
も
離
れ
た
山
か

ら
伐
り
出
し
た
。 

 

こ
の
「
用
水
路
御
普
請
出
来
形
書
上
帳
」
に
類
す
る
文
書
が
何
冊
も
残
っ
て
い
ま
す
が
、
「
大

口
」
あ
る
い
は
別
の
文
書
の
「
高
岩
下
」
の
取
水
口
御
普
請
は
、村
絵
図
の
よ
う
な
取
水
口
を
繰
り

返
し
築
い
て
き
た
と
理
解
で
き
ま
す
。 

当
時
は
、現
在
よ
り
河
床
（
川
底
）
が
か
な
り
高
く
て
、
「
大
口
上
堰
」
の
取
水
口
は
、
村
絵
図
か

ら
旧
ふ
た
ば
保
育
園
付
近
の
川
辺
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
辺
り
の
河
床
は
、
現
在
は
用
水
路

よ
り
５
ｍ
ほ
ど
も
下
が
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
に
立
つ
と
、こ
こ
で
用
水
路
に
取
水
し
て
い
た
と
は
、に
わ

か
に
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
250

年
ほ
ど
で
こ
ん
な
に
侵
食
さ
れ
る
も
の
か
と
驚
か
さ
れ
、
自
然
の
猛

威
を
感
じ
ま
す
。と
同
時
に
、
そ
れ
に
も
負
け
ず
に
用
水
路
を
守
っ
て
き
た
人
々
の
努
力
と
知
恵
の

素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
ま
す
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1 

   

2 
  

3 
   

4 
  

5 
   

6 
   

7 
  

8 
  

9 
   

10 
  

11 
   

12 
  

13 
  

14 
  

15 
  

16 
  

17 
   

18 
  

19 
   

20 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議
定
連
印
證
文
之
事 

一
、當
村
用
水
路
水
引
入
口
、字
大
口
堰
路
難
場
ニ
而 

川
瀬
突
當
、年
々
續
枠
幷
石
積
御
普
請
被
二

仰 
付
一

候
而
茂
、仕
附
中
并
養
水
専
一
之
時
節
、出
水 

之
度
々
押
拂
、流
失
致
、村
方
一
同
難
儀
致 

候
ニ
付
、此
度
右
之
場
所
御
役
人
中
御
勘
弁
を
以
、 

同
村
弥
十
郎
殿
を
惣
代
ニ
相
頼
、岩
石
堀
抜 

御
普
請
相
願
候
者
、村
方
永
久
之
助
ニ
可
二

相
成
一

候 

様
村
方
小
前
江
御
評
儀
御
座
候
間
、一
同
立
會
、相
談 

仕
候
所
、御
普
請
成
就
仕
候
者
、永
久
村
為
ニ
可
二

相
成
一

儀 

御
尤
と
一
同
相
談
一
決
仕
、相
定
之
趣
者
、御
普
請 

石
切
手
傳
人
足
幷
御
見
分
ニ
付
御
役
人
中
様
御
越
被
レ

成 

候
節
之
人
馬
者
勿
論
、都
而

御
普
請
ニ
付
諸
人
足
者
無
二 

差
支
一

村
方
ゟ
差
出
候
筈
、且
亦
御
普
請
願
入
用
并 

御
見
分
諸
入
用
者
勿
論
、都
而
御
普
請
ニ
付
諸
入
用 

之
儀
者
、弥
十
郎
殿
儀
者
大
高
茂
所
持
仕
候
得
者
、 

村
為
ニ
茂
相
成
候
儀
ニ
付
、自
分
之
入
用
ニ
而
相
願
呉 

候
様
重
立
候
百
姓
ゟ
及
二

内
々
無
心
一

候
所
、是
亦
得
心
仕
、 

村
方
一
同
納
得
之
上
御
普
請
御
願
申
上
候
儀
ニ
付
、違 

変
為
レ

無
レ

之
連
印
證
文
仕
候
所
仍
如
レ

件 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

議
定
連
印
証
文
の
事 

一
つ
、当
村
用
水
路
水
引
き
入
れ
口
、字
大
口
堰
路
難
場
に
て 

川
瀬
突
き
当
た
り
、年
々
続
く
枠
な
ら
び
に
石
積
み
御
普
請
仰
せ 

付
け
ら
れ
候
て
も
、仕
附
け
中
な
ら
び
に
養
い
水
専
一
の
時
節
、出
水 

の
度
々
押
し
払
い
、流
失
致
し
、村
方
一
同
難
儀
致
し 

候
に
付
き
、此
の
度
右
の
場
所
御
役
人
中
御
勘
弁
を
以
て
、 

同
村
弥
十
郎
殿
を
惣
代
に
相
頼
み
、岩
石
掘
り
抜
き 

御
普
請
相
願
い
候
わ
ば
、村
方
永
久
の
助
け
に
相
成
る
べ
く
候 

よ
う
村
方
小
前
へ
御
評
議
御
座
候
間
、一
同
立
ち
会
い
、相
談 

仕
り
候
所
、御
普
請
成
就
仕
り
候
わ
ば
、永
久
村
為
に
相
成
る
べ
き
儀 
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【
現
代
語
訳
】 

議
定
連
印
証
文
の
こ
と 

一
つ
、
当
村
の
大
口
用
水
路
の
取
水
口
は
、
難
所
で
川
の
浅
瀬
に
あ
っ
て
、
毎
年
の
よ
う
に

役
所
か
ら
用
水
路
枠
と
堤
防
の
工
事
を
仰
せ
付
け
ら
れ
て
、工
事
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、工

事
中
や
、
水
田
に
水
が
必
要
な
時
に
大
水
が
出
て
流
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
農
民
は
と
て
も

困
っ
て
い
た
。 

今
回
は
村
役
人
た
ち
か
ら
、
弥
十
郎
さ
ん
を
代
表
に
し
て
、
岩
場
に
用
水
ト
ン
ネ
ル
を
掘

る
工
事
を
役
所
に
お
願
い
す
れ
ば
、永
久
に
村
の
た
め
に
な
る
だ
ろ
う
、と
村
民
に
相
談
が
あ

っ
た
。村
民
が
集
ま
っ
て
話
し
合
う
と
、そ
の
工
事
が
完
成
す
れ
ば
永
久
に
村
の
た
め
に
な
る
、

と
意
見
が
ま
と
ま
っ
た
。 

そ
し
て
、皆
で
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
石
切
り
を
手
伝
っ
た
り
、見
分
に
来
る
役
人
用
に
人
足
や

馬
を
出
し
た
り
す
る
こ
と
は
勿
論
、
そ
の
ほ
か
工
事
に
必
要
な
人
足
が
不
足
す
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
す
る
な
ど
の
こ
と
を
決
め
た
。 

そ
れ
か
ら
、
弥
十
郎
さ
ん
は
土
地
持
ち
な
の
で
、
役
所
へ
の
御
普
請
願
い
の
費
用
、
役
人
の

見
分
の
費
用
、
工
事
に
必
要
な
そ
の
他
の
費
用
も
全
部
出
し
て
く
れ
な
い
か
、
と
村
民
の
代

表
が
頼
み
に
行
っ
た
。す
る
と
弥
十
郎
さ
ん
は
、費
用
を
出
す
こ
と
も
引
き
受
け
て
く
れ
た
。 

そ
れ
を
聞
い
て
、村
民
も
納
得
し
て
役
所
へ
御
普
請
の
お
願
い
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

こ
の
通
り
間
違
い
な
い
の
で
、連
印
証
文
を
作
成
す
る
。 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

【
解
説
】 

こ
の
文
書
は
下
書
で
、
日
付
が
な
い
が
、
寛
政
元(

1789)

年
作
成
の
「
用
水
路
御
普
請
出
来
形

書
上
帳
」
に
大
口
堀
抜
の
完
成
報
告
が
あ
る
の
で
、
こ
の
前
年
の
天
明
８
年
の
文
書
と
思
わ

れ
る
。 

当
時
は
、
天
明
の
飢
饉
の
直
後
で
、
村
が
疲
弊
し
て
い
た
の
で
、
村
で
は
諸
費
用
を
出
せ
な
か

っ
た
。
そ
れ
で
、
初
め
か
ら
有
力
農
民
の
落
合
弥
十
郎
に
頼
り
、
彼
も
快
く
引
き
受
け
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
富
裕
農
民
に
は
、
村
や
個
人
の
困
窮
を
支
援
し
た
様

子
が
あ
る
。 

落
合
家
は
、近
代
ま
で
代
々
弥
十
郎
を
名
乗
り
、
名
主
を
は
じ
め
、村
役
人
、村
長
な
ど
を
務

め
た
。 

御
尤
と
一
同
相
談
一
決
仕
り
、相
定
め
の
趣
は
、御
普
請 

石
切
り
手
伝
い
人
足
な
ら
び
に
御
見
分
に
付
き
御
役
人
中
様
御
越
し
成
ら
れ 

候
節
の
人
馬
は
勿
論
、す
べ
て
御
普
請
に
付
き
諸
人
足
は 

差
し
支
え
無
く
村
方
よ
り
差
し
出
し
候
筈
、か
つ
ま
た
御
普
請
願
入
用
な
ら
び
に 

御
見
分
諸
入
用
は
勿
論
、す
べ
て
御
普
請
に
付
き
諸
入
用 

の
儀
は
、弥
十
郎
殿
儀
は
大
高
も
所
持
仕
り
候
え
ば
、 

村
為
に
も
相
成
候
儀
に
付
き
、自
分
の
入
用
に
て
相
願
い
呉
れ 

候
よ
う
重
立
ち
候
百
姓
よ
り
内
々
無
心
及
び
候
と
こ
ろ
、こ
れ
ま
た
得
心
仕
り
、 

村
方
一
同
納
得
の
上
御
普
請
御
願
い
申
し
上
げ
候
儀
に
付
き
、違 

変
こ
れ
無
き
為
連
印
証
文
仕
り
候
と
こ
ろ
仍
っ
て
件
の
如
し
。 

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 
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【
解
説
】 

  

用
水
路
の
大
口
取
水
口
は
、
大
雨
出
水
の
た
び
に
崩
壊
流
出
し
て
、
御
普
請

や
村
繕
い
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。
や
が
て
は
川
底
が
侵
食
さ
れ
て
、
そ
れ

ま
で
の
取
水
場
所
が
深
く
な
り
、
取
水
口
を
上
流
に
移
す
。
ま
た
洪
水
で
侵

食
さ
れ
て
上
流
へ
、
さ
ら
に
上
流
へ
、
と
い
う
時
に
大
口
の
岩
場
に
ぶ
つ
か
り
ま

し
た
。こ
の
岩
場
を
掘
り
抜
か
な
け
れ
ば
用
水
路
が
で
き
ま
せ
ん
。 

こ
の
文
書
の
作
成
は
、
寛
政
元(

1789)

年
作
成
の
「
用
水
路
御
普
請
出
来

形
書
上
帳
」
に
大
口
堀
抜
の
「
新
穴
」
の
完
成
報
告
が
あ
る
の
で
、
こ
の
前
年

の
天
明
８
年
の
文
書
と
思
わ
れ
ま
す
。
当
時
は
、
天
明
飢
饉
の
直
後
で
、
村
も

農
民
も
多
く
が
疲
弊
し
て
い
ま
し
た
。
村
で
は
、
役
所
（
代
官
所
）
に
堀
抜
御

普
請
を
依
頼
し
た
り
、
役
人
の
見
分
を
受
け
た
り
、
工
事
に
か
か
わ
る
諸
費

用
を
出
す
こ
と
が
困
難
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
、
初
め
か
ら
大
高
持
ち

の
弥
十
郎
を
頼
り
、
彼
も
快
く
引
き
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
飢
饉
災
害
時
に
は
役
所
（
代
官
所
）
が
困
窮
者
を

支
援
す
る
こ
と
は
当
然
あ
り
ま
し
た
。
役
所
（
代
官
所
）
は
、
そ
の
一
方
で
、
村

の
富
裕
層
に
困
窮
者
救
済
を
指
示
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
富
裕
農
民

は
、困
窮
す
る
時
に
は
当
然
の
よ
う
に
村
や
個
人
を
支
援
し
て
、地
域
の
信
頼

を
得
て
い
ま
し
た
。 

 

弥
十
郎
家
は
、
近
代
ま
で
代
々
弥
十
郎
を
名
乗
り
、
名
主
を
は
じ
め
、
村
役

人
、村
長
な
ど
を
務
め
た
家
柄
で
す
。 



                         

※ 

七
保
橋
南
脇
の
用
水
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
報
告
書 

 

「
御
普
請
」
＝
勘
定
所
（
幕
府
）
の
費
用
が
出
る
土
木
工
事 

「
御
普
請
出
来
形
書
上
帳
」
＝
工
事
の
終
了
報
告
書 

                      
 

     
   

   
   

寛
政

か

ん

せ

い

元
年
（

年
）    

   
 

   
        

用 よ

う

水
路

す

い

ろ

御
普
請

ご

ふ

し

ん

出
来
形

で

き

が

た

書
上
帳

か
き
あ
げ
ち
ょ
う 

       
          

酉と
り

（
年
）
４
月 

  
 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 

葛
野
村 

表紙 



                       

「
高
」
＝
村
高 

「
合
掌

が
っ
し
ょ
う

」
＝
木
材
を
山
形
に
合
わ
せ
た
も
の 

「
１
間
」
＝
1.8

ｍ  

「
１
尺
」
＝
約
30

cm  

「
１
丁
」
＝
約
109

ｍ 

「
１
坪
」
（
体
積
）
＝
約
６
㎥ 

 

「
１
合
」
＝
約
0.6

㎥ 

「
末
口

す

え

く

ち

」
＝
丸
太
材
の
細
い
方
の
切
り
口 

  
 
  

 
  

 
  

 
 

高

石
９
斗
９
升
４
合 

 
  

 
  

 
  

葛
野
村 

  
 
 
 

  
 
  

 
 

一
つ
、
合
掌
枠

が
っ
し
ょ
う
わ
く

延
長
８
間 

  
 
  

 
  

 

内
法 

  
 
  

 
  

 
  

 
 

こ
の
石
３
坪
３
合 

  
 
  

 
  

 
  

 
  

 

人
足

人
５
分  

 
  

  
 

但
し 

  
 
  

 
  

 
  

 
  

 

右
入
用 

  
 
  

 

松
木

本  
 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
 

合
掌
木 

  
 
  

 
  

 
  

 

こ
れ
は
間
に
１
本
ず
つ 
 

１頁 

葛
野
川
通 

 

字
大
口 

長
さ
６
尺 

末
口
５
寸 

石
取
１
丁
余 

１
坪
５
人 

高
さ
５
尺 

横
３
尺 



                         

「
村
役
」
＝
村
の
負
担 

    

  
 
  

 
  

 
  

 
 

松
木
９
本 

  
 
  

 
  

  
 
  

 
  

 
  

 
  

 

横
土
台 

                       

こ
れ
は
間
に
１
本
ず
つ 

  
 
  

 
  

 
  

 
 

同
木
４
本 

  
 
  

 
  

  
 
  

 
  

 
  

 
  

 

棟
木

む

な

ぎ 

                       

こ
れ
は
２
間
に
１
本
ず
つ 

  
 
  

 
  

 
 
 
 
 

同
木
12

本 
 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
砂
払
い
木 

                       

こ
れ
は
２
間
に
１
本
ず
つ 

  
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

村
役

同
木
128

本 
 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 

立
成
木

た

て

な

り

ぎ 

                       

こ
れ
は
間
に
８
本
ず
つ 

  
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
  

同 

同
木
128

本 
 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 

敷
成
木

し

き

な

り

ぎ 

                       

こ
れ
は
間
に
８
本
ず
つ 

  
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
  

同 

藤
縄
48

房 

                       

こ
れ
は
間
６
房
ず
つ 

２頁 

長
さ
６
尺 

末
口
３
寸 

長
さ
７
尺 

末
口
５
寸 

長
さ
１
丈
３
尺 

末
口
４
寸 

末
口
５
寸 

長
さ
１
丈
３
尺 

末
口
３
寸 

末
口
５
寸 

長
さ
７
尺 

末
口
３
寸 

当時の堤防施設参考図、『地方凡例録』より 

本文と直接関係はない。 

沈枠 



     

                      

「
井
路
」
＝
用
水
路 

「
馬 ば

踏
み
」
＝
台
形
面
の
上
底 

 

「
敷
」
＝
台
形
面
の
下
底 

     
  

 
 
  

 
  

大
工

人 
                    

こ
れ
は
間
２
人
ず
つ 

  
 
  

 
  

 
  

人
足

人 

  
 

字
大
口  

 
  

 
  

こ
れ
は
大
工
手
伝
い
１
式
、仕
立
て
と
も 

  
 
  

 

一
つ
、新
穴
堀
抜
長
さ
１
間 

  

平
均 

    
   

   
   

  

こ
の
岩
３
合 

 
 
 
 
 

同
所 

        
                    

           
 
 
 

但
し
１
坪 

  
 
  

 

一
つ
、井
路
縁
切
れ
所
長
さ

間 
 

平
均 

  
 
  

 
  

 
  

 
 

こ
の
岩
７
坪
１
合 

  
 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

人
足

人 
  

 
  

 
  

但
し 

３頁 

高
さ
４
尺 

横
２
尺
５
寸 

石
取
り
３
丁 

１
坪

人 

高
さ
４
尺 

馬
踏
み
３
尺 

敷
５
尺 

岩
切
り
９
人 

人
足
９
分 

岩
切
り

人 

人
足
３
人 

図は『地方凡例録』より 



                     

     

「
居
村

い

む

ら

」
＝
居
住
し
て
い
る
村 

「
入
会
山

い
り

あ

い
や

ま

」
＝
共
同
利
用
す
る
山
林 

「
１
分
」
＝
0.1

人
。「
分
」
は
、い
ろ
い
ろ
な
数
値
の
10

分
の
１
を
表
す
。 

「
１
寸
」
＝
約
３
cm

 

   

  

一
つ
、
用
水
路
瀬
浚
い
延
長

間 
 
  

 
 

平
均 

こ
の
砂
利
６
坪
９
合 

人
足

人
３
分  

 
  

  
 
 

但
し 

内 
 

一
つ
、人
足
29

人
６
分 

  
 
  

但
し 

内 

１
人
６
分 

９
人  

 
  

 
  

 
  

 

右
の
木
１
本
１
人
持
ち 

４頁 

砂
利
捨
て
近
所 

一
坪
一
人
五
分 

 

巾
５
尺 

深
さ
１
尺 

間 
 
   

 

字
天
王
尻 

間 
 
   

 

字
み
た
け
沢 

間 
 
   

 

字
高
は
し 

御
普
請
所
よ
り
居
村
百
姓
入
会
山
ま
で 

往
返
３
里
、
１
日
６
里
の
歩
行 

長
さ
６
尺
末
口
５
寸
の
木

本
、 

１
人

本
伐
り 



                      

「
寄
せ
」
＝
合
計 

 

      

９
分 

６
人
７
分 

４
分 

４
人 

１
人 

６
人 右

の
寄
せ 

５頁 

長
さ
７
尺
末
口
５
寸
の
木
９
本
、 

１
人
10

本
伐
り 

右
の
木
１
本
１
人
５
分
持
ち 

長
さ
１
丈
３
尺
末
口
４
寸
の
木
４
本
、 

１
人
９
本
伐
り 

長
さ
１
丈
３
尺
末
口
３
寸
の
木
12

本
、 

１
人
12

本
伐
り 

右
の
木
１
本
２
人
持
ち 

右
の
木
１
本
１
人
持
ち 



                           

     

「
賃
永

ち

ん

え

い

」
＝
賃
銭 

     

６頁 

村
役 

雑
木

本 

同 

藤 

房 

御
入
用 

松
木

本 

 

岩
切
り
９
人 

賃
永

文                

但
し 

大
工

人 

賃
永

文      
          

但
し
右
同
断 

人
足

人
３
分 内 

１
人
に
つ
き 

永

文 



                      

「
根
伐

ね

き

り
」
＝
樹
木
を
根
元
か
ら
断
ち
切
る 

「
小
以

こ

い

」
＝
小
計 

     

人
７
分 

  
 
  

 

高

石
に
つ
き

人 

村
役
人
足 

人
６
分 

   
  

 

材
木
根
伐
り
持
ち
運
び
人
足 

    
  

但
し
１
人
７
合
５
勺 

こ
の
米
２
斗
２
升
２
合 

 

米
２
斗
２
升
２
合 

金
２
分
と
永

文 

７頁 



                              

 

右
は
私
ど
も
村
方
用
水
路
御
普
請
願
い
上
げ
奉
り
候
と
こ
ろ 

 

御
窺

う
か
が

い
成
し
下
さ
れ
、御
普
請
仰
せ
付
け
ら
れ
候
に
つ
き
仕
立
て
さ
せ
御
裁
（
許

脱
ヵ

）
遊
ば
れ
、 

 

書
面
の
と
お
り
皆
出
来
仕
り
候
と
こ
ろ
相
違
御
座
な
く
候
。尤
も
小
破 

 

の
節
は
成
る
べ
く
だ
け
村
繕
い
に
仕
る
べ
き
旨
仰
せ
渡
さ
れ
、承
知
畏
み
奉
り
候
。 

 

こ
れ
に
依
り
出
来
形
帳
面
差
し
上
げ
申
し
候
。以
上
。 

葛
野
村 

  

寛
政
元
酉
４
月       

   
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

名 

主 
 

茂 

兵 

衛

○印 
   

守
屋
弥
惣
右
衛
門
様     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

組 

頭  

市
左
衛
門

○印 
    

 

御
役
所     

 
    

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同 
  

  

源
左
衛
門

○印 
    

   
   

   
   

 
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

百
姓
代 

弥
右
衛
門

○印 

８ 頁 

【
現
代
語
訳
】 

前
に
述
べ
た
こ
と
は
、
私
た
ち
の
村
の
用
水
路
の
御
普
請
を
お
願
い
い
た
し
ま

し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
勘
定
所
に
御
伺
い
い
た
だ
き
、
御
普
請
の
指
示
を
仰
せ
付
け

ら
れ
、
私
た
ち
に
工
事
の
御
許
可
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
書
面
の
通
り
に
完

成
い
た
し
ま
し
た
報
告
で
、
こ
れ
に
相
違
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
小
破
の
際
に
は
な

る
べ
く
村
費
で
修
理
す
る
よ
う
に
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
通
り
承
知
い
た
し

ま
し
た
。ひ
た
す
ら
恐
れ
入
り
ま
す
。 

こ
の
通
り
出
来
形
帳
面
を
差
し
上
げ
ま
す
。
以
上
で
御
座
い
ま
す
。 



                     

「
前
書
の
通
り
…
」
＝
葛
野
村
か
ら
の
報
告
（
「
出
来
形
」
）
に
誤
り
が
な
い
こ
と
を

認
め
た
、役
所
（
代
官
所
）
の
認
証
書
き 

「
手
代
」
＝
代
官
所
属
の
役
人
。庶
民
か
ら
登
用
さ
れ
た
。 

    

 

前
書
の
通
り
出
来
形
相
違
こ
れ
無
く
候
。以
上
。 

 
 
 
 
 
 
  

酉
４
月      

守
屋
弥
惣
右
衛
門
手
代 

  
 
  

 
  

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

永
井
直
右
衛
門

○印 

９ 頁 



【
解
説
】 

  

こ
の
「
用
水
路
御
普
請
出
来
形
書
上
帳
」
が
提
出
さ
れ
た
寛
政
元
年
は
、
１
月
25

日
に
改
元
さ
れ
た
ば
か
り
な
の
で
、
前
年
天
明
８
年
の
冬
か
ら
翌
天
明
９
（
寛
政
元
）

年
春
に
か
け
て
の
数
カ
月
に
工
事
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

工
事
の
内
容
は
、 

① 

用
水
路
取
水
口
に
導
水
す
る
合
掌
枠
を
据
え
る
。 

② 

新
し
い
大
口
堀
抜
（
用
水
ト
ン
ネ
ル
）
を
掘
る
。 

③ 

用
水
路
の
切
れ
た
所
を
直
す
。 

④ 

用
水
路
の
瀬
浚
い
を
す
る
。 

の
４
つ
で
す
。
こ
れ
ら
の
中
心
は
、
②
の
「
新
し
い
大
口
堀
抜
」
を
掘
っ
て
、
取
水
口
を

上
流
に
移
す
こ
と
で
し
た
。 

 

こ
の
工
事
報
告
に
依
れ
ば
、
岩
切
・
大
工
・
人
足
と
し
て
延
べ
169

・
3

人
が
従
事

し
ま
し
た
。
そ
の
岩
切
と
大
工
の
25

人
分
の
賃
金
と
し
て
金
２
分
銭
200

文
、
御
用

木
の
松
木
43

本
の
伐
採
・
運
搬
の
人
足
29

・
6

人
分
の
賃
米
２
斗
２
升
２
合
が

幕
府
か
ら
支
給
さ
れ
ま
し
た
。
残
り
の
人
足
114

・
7

人
分
、
雑
木
256

本
、
藤
48

房
は
村
の
負
担
に
な
り
ま
し
た
。
材
木
は
、
往
復
３
里
の
入
会
山
ま
で
１
日
２
往
復

で
運
ん
だ
と
あ
り
ま
す
。こ
の
山
の
場
所
は
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

幕
府
費
用
が
出
さ
れ
る
「
御
普
請
」
と
い
っ
て
も
全
額
で
は
な
く
、
地
元
の
村
の
負

担
が
か
な
り
有
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

な
お
、
こ
の
文
書
に
は
「
新
穴
堀
抜
長
壱
間(

約
1.8

ｍ)

」
と
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

現
在
見
る
こ
と
が
で
き
る
堀
抜
は
10

間
（
約
18

ｍ
。
一
部
昭
和
に
崩
落
し
て
穴
が

あ
る
）
ほ
ど
の
長
い
も
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
近
代
ま
で
見
て
も
、
こ
の
堀
抜
を
造
っ

た
記
録
は
、ほ
か
に
あ
り
ま
せ
ん
。 

弥
十
郎
が
資
金
提
供
を
引
き
受
け
た
堀
抜
御
普
請
と
、
出
来
形
帳
に
記
さ
れ
た

長
さ
１
間
の
堀
抜
と
、
現
状
の
長
さ
10

間
の
堀
抜
の
三
つ
の
行
き
違
い
は
わ
か
り

ま
せ
ん
。 



                        

「
用
水
堀
抜
」
＝
用
水
路
ト
ン
ネ
ル 

「
御
普
請
」
＝
代
官
所
（
役
所
）
を
通
じ
て
勘
定
所
（
幕
府
）
か
ら
費
用
が
出
る
土
木
工
事 

「
出
来
形
書
上
帳
」
＝
工
事
の
内
容
と
完
成
の
報
告
書 

 

こ
の
「
出
来
形
帳
」
は
、
田
無
瀬
向
か
い
の
２
つ
目
（
上
流
側
）
の
用
水
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
様

子
を
記
し
た
も
の 

                      
 

 

     

文
政
八
酉
年  

（

年
） 

    

用
水

よ

う

す

い

堀
抜

ほ

り

ぬ

き

御
普
請

ご

ふ

し

ん

出
来
形

で

き

が

た

書
上
帳

か
き
あ
げ
ち
ょ
う 

       

五
月 

 
  

 
 
  

 

都
留
郡 

  
 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
 

葛
野
村 

表紙 



 

                     

「
高
」
＝
「
村
高

む
ら
だ
か

」
。江
戸
時
代
、米
に
換
算
し
た
葛
野
村
の
田
畑
の
生
産
高 

「
堀
抜

ほ
り
ぬ
き

」
＝
用
水
ト
ン
ネ
ル 

「
28

間
」
＝
約
50

・９
ｍ 

「
１
坪
」
＝
こ
こ
で
は
面
積
で
な
く
体
積
、１
立
方
坪
。１
立
方
坪
は
約
６
㎥ 

「
３
合
」
＝
10

分
の
３
坪
。「
合
」
は
10

分
の
１
坪
を
表
す
。 

「
岩
切
」
＝
岩
を
掘
る
職
人 

高

石
９
斗
９
升
４
合  

 
  

 
  

 

葛
野
村 

 

一  

新
穴
堀
抜
長
さ

間 
 
  

 
  

 
 

平
均 

  
 
  

 
  

四
間 

  
 
  

 
  

 

こ
の
岩
１
坪
３
合 

  
 
  

 
  

 
  

こ
の
岩
切

人  
 
 
 

但
し 

  
 
  

 
 
 

１頁 

高
さ
４
尺 

横
３
尺 

葛
野
川
通 

字
高
岩
下 

入
口 

 
  

内 

１
坪 

人 



                               

４
間 こ

の
岩
１
坪
３
合 

こ
の
岩
切

人 
  

 
 
 

但
し 

 

間 

  

こ
の
岩
６
坪 

  
 
  

 
  

 
  

 
 

こ
の
岩
切

人 
  

 
  

但
し 

 

２頁 

同
川
続
き 

１
坪 

人 

１
坪 

人 

同
所 



      
 

                    

「
人
足
」
＝
切
っ
た
岩
石
を
外
へ
運
び
出
す
人
足 

「
荷
出
し
穴
」
＝ 

長
さ
50

ｍ
も
の
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
の
で
、
切
っ
た
岩
石
を
取
り
出
す
横
穴
を

掘
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

    

２
間 

  
 
  

 
 

こ
の
岩
７
合 

  
 
  

 
  

こ
の
岩
切

人
５
分 

 
  

 
  

但
し 

  
 
  

 

４
口
岩
９
坪
３
合 

  
 
  

 
  

 
 

人
足

人
１
分 

  
 
  

 
  

但
し 

 

一 

荷
出
し
穴
延
長
８
間  

 
  

 
  

 
  

  

平
均 

３頁 

高
さ
４
尺 

横
２
尺
５
寸 

長
さ
２
間
づ
つ
４
ヵ
所 

出
口 

１
坪 

人 

１
坪 

７
人 



                           
 

「
永
76

貫
368

文
６
分
」
＝ 

永
１
貫
は
銭

1000

文
な
の
で
、
７
万
６
千
368

文
６
分
。
「
６
分
」
は

計
算
上
の
数
値
で
、実
際
に
は
な
い
。 

    

  

こ
の
岩
２
坪
２
合 

  
 

こ
の
岩
切

人
８
分 

  
 
  

 
 

但
し 

   
 

人
足
６
人
６
分 

   
 
 
 
  

 
  

但
し 

  

右
寄
せ 

岩
切

人
３
分 

米
13

石
６
斗
３
升
７
合
２
勺 

但
し 

永
76

貫

文
６
分 

  
 
  

 
  

 
 
 

４頁 

１
人
に
付
き 

米
７
合
５
勺 

永

文 

１
坪 

３
人 

１
坪 

人 



                       

「
御
入
用
」
＝
勘
定
所
（
幕
府
）
か
ら
出
さ
れ
る
費
用 

「
御ご

下
知

げ

ち

」
＝
指
図

さ

し

ず

、命
令 

「
永
30

文
１
分
」
＝ 

銭

文
１
分
だ
が
、
「
１
分
」
は
計
算
上
の
小
数
第
１
位
で
、

実
際
に
は
な
い
。 

  

  
 
 

人
足

人
７
分 

  
 
 

こ
の
米
１
石
２
斗
１
升
８
合
９
勺 

    
  

 
 

米

石
８
斗
５
升
６
合
１
勺 

  
 
  

 

金

両
１
分
永

文
６
分 

  
 
  

 
  

 
  

米

石
５
斗
２
升
８
合 

  
 
  

 
  

 
  

金
６
両
３
歩
永

文
１
分 

５頁 

但
し 
１
人 

米
１
升
７
合 

去
る
冬
中
御
下
知
済
み
懸
け
樋 

御
普
請
御
入
用
の
分 

内 



                                

「
残
」
＝
５
頁
の
「
合
わ
せ
」
額
と
「
内
」
（
支
出
額
）
の
差
額 

「
増
し
御
入
用
」
＝
勘
定
所
（
幕
府
）
か
ら
の
費
用
増
額
分 

   
 

   

６頁 

  
 残 

米
１
石
３
斗
２
升
８
合
１
勺 

金

両
２
歩
永

文
５
分 

  

こ
れ
は
こ
の
度
岩
穴
堀
抜
増
し
御
入
用
の
分 

  



                     

【
現
代
語
訳
】 

 

右
は
、
当
御
代
官
所
甲
州
都
留
郡
葛
野
村
用
水
路
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
前
々
か
ら
幕
府
費
用
に

よ
る
御
普
請
所
で
、毎
年
、決
ま
っ
た
方
法
で
工
事
を
す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

こ
の
用
水
の
取
水
口
に
あ
た
る
高
岩
下
は
大
変
な
難
所
で
、
取
水
口
の
掛
け
樋
も
、
川
を
堰

き
止
め
る
閉
め
切
り
も
大
水
の
た
び
に
流
さ
れ
て
し
ま
い
、
田
ん
ぼ
に
引
く
水
に
も
、人
々
の
飲

料
水
に
も
差
し
支
え
る
こ
と
が
た
び
た
び
あ
り
ま
す
。 

 

毎
年
の
よ
う
に
多
く
の
費
用
を
出
し
て
も
ら
っ
て
も
、
難
所
で
あ
る
た
め
に
、
取
水
口
の
保
守

が
う
ま
く
い
か
な
く
て
、 

右
は
当
御
代
官
所
甲
州
都
留
郡
葛
野
村 

用
水
の
儀
、前
々
御
普
請
所
に
御
座
候
と
こ
ろ
、年
々
定
式 

御
普
請
仰
せ
付
け
ら
れ
候
と
こ
ろ
、右
用
水
揚
げ
口
字
高
岩
下 

掛
け
樋
御
普
請
の
儀
は
、大
難
場
に
て
、出
水
の 

度
ご
と
懸
け
樋
、な
ら
び
に
堰
上
げ
締
切
と
も
流
失
仕
り
、用
水
引
き 

取
り
、呑
み
水
に
も
差
し
支
え
候
儀
た
び
た
び
こ
れ
有
り
、年
々
多
分
の 

御
入
用
下
し
置
か
れ
候
て
も
、難
場
所
の
儀
ゆ
え
、保
ち
方
宜
し
か
ら
ず 

７頁 



                      

今
を
去
る
40

年
ほ
ど
前
の
天
明
年
間
、
中
井
清
太
夫
様
が
御
代
官
で
あ
っ
た
時
、
高
岩
を
切

り
抜
く
御
普
請
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
工
事
の
計
画
を
し
て
、
作
業
を
始
め
ま
し
た
が
、
一
面
に

石
が
堅
く
て
掘
り
抜
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

そ
の
後
も
た
び
た
び
掛
け
樋
や
堤
防
な
ど
の
工
事
を
仰
せ
付
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
保
持
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
去
年
の
夏
も
、
た
び
た
び
大
雨
出
水
が
あ
っ
て
、
取
水
口
の
掛
け

樋
が
残
ら
ず
流
さ
れ
て
、田
ん
ぼ
に
水
を
引
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。急
い
で
御
普
請

を
お
願
い
し
ま
し
た
が
、 

候
に
付
き
、去
る
天
明
年
中
、中
井
清
太
夫
様
御
支
配
の
節 

右
岩
切
り
抜
き
御
普
請
願
い
上
げ
奉
り
候
と
こ
ろ
、御
目
論
見
の
上
、 

御
普
請
仰
せ
付
け
ら
れ
候
え
ど
も
、一
面
堅
石
に
て
堀
抜
出
来 

仕
ら
ず
、そ
の
後
た
び
た
び
懸
け
樋･

石
積
み
等
の
御
普
請 

仰
せ
付
け
ら
れ
候
え
ど
も
、保
ち
方
宜
し
か
ら
ず
、去
る
申
夏
中
の
儀
も 

た
び
た
び
の
大
雨
出
水
に
て
右
掛
け
樋
残
ら
ず
流
失
仕
り
、田 

方
養
い
水
に
差
し
支
え
候
に
付
き
、急
破
御
普
請
願
い
上
げ
奉
り
候
と
こ
ろ
、 

８ 頁 



                     

何
度
も
（
工
事
は
で
き
な
い
と
）
説
得
さ
れ
た
の
で
、村
の
費
用
で
修
繕
を
し
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
秋
に
は
、用
水
路
の
御
普
請
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
代
官
所
で
状
況
を
御
見
分
に
な
り
、

工
事
の
設
計
が
さ
れ
ま
し
た
。
勘
定
所
へ
お
伺
い
に
な
ら
れ
、
掛
け
樋
と
そ
の
ほ
か
の
工
事
の
許

可
が
お
り
た
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
早
速
工
事
を
始
め
る
べ
き
で
す
が
、
甲
州

こ
う
し
ゅ
う

山
梨
郡

や
ま
な
し
ぐ
ん

鶴
瀬

つ

る

せ

村

（
現
甲
州
市
大
和
村
鶴
瀬
）
に
奥
州
の
半
田

は

ん

だ

銀
山
（
福
島
県
伊
達
郡

だ

て

ぐ

ん

桑
折
町

こ

お

り

ま

ち

）
の
「
金
掘
り
軍

治
郎
」
と
い
う
人
が
来
て
い
て
、
「
掘
抜
名
人
」
だ
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
こ
の
人
を
呼
び
寄
せ
ま

し
た
。 

軍
治
郎
に
、以
前
に
掘
り
始
め
た
場 

 

再
応
御
利
害
こ
れ
有
り
候
に
付
き
、村
方
繕
い
に
致
し
置
き
、去
る
秋 

中
定
式
用
水
御
普
請
願
い
上
げ
奉
り
候
と
こ
ろ
、御
見
分
の
上 

 

御
目
論
見
成
し
下
さ
れ
、御
伺
い
の
上
、掛
け
樋
そ
の
ほ
か
御
普 

請
御
下
知
相
済
み
候
段
仰
せ
渡
さ
れ
候
に
付
き
、早
速
御
普
請 

仕
立
て
申
す
べ
き
と
こ
ろ
、同
国
山
梨
郡
靏
瀬
村
に
奥
州 

半
田
銀
山
金
掘
り
軍
治
郎
と
申
す
者
罷
り
越
し
居
り
、堀 

抜
功
者
の
趣
承
り
及
び
候
に
付
き
、呼
び
寄
せ
、先
年
堀
抜
の
場 

９ 頁 



                     

所
を
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。
軍
治
郎
は
、
高
岩
の
岩
石
の
様
子
を
よ
く
見
て
、
「
堅
い
岩
石
で
は

あ
る
け
れ
ど
も
、が
ん
ば
っ
て
や
れ
ば
掘
り
抜
く
こ
と
が
で
き
る
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 

軍
治
郎
は
、堅
い
岩
で
も
（
焼
け
ば
も
ろ
く
な
る
と
考
え
）
、岩
の
高
さ
４
尺
（
約
1.2

ｍ
）
・横
３

尺
（
約
0.9

ｍ
）
・奥
行
５
尺
（
約
1.5

ｍ
）
を
１
間け

ん

と
し
て
の
計
算
で
、１
間
の
岩
を
焼
く
た
め
に
薪

14

駄
ず
つ
用
意
し
て
く
れ
れ
ば
工
事
を
引
き
受
け
よ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
来
年
の
苗
代
作
り
の

時
季
ま
で
に
は
堀
抜
き
が
完
成
す
る
だ
ろ
う
。
こ
の
岩
穴
堀
抜
工
事
が
完
成
す
れ
ば
、
葛
野
の

用
水
路
工
事
は
永
久
に 

 

10 頁 

所
見
る
に
及
ば
せ
候
と
こ
ろ
、岩
石
の
様
子
得と

く

と
見
届
け
、堅 

石
に
は
候
え
ど
も
、精
々
致
し
候
わ
ば
堀
抜
出
来
申
す
べ
き
旨 

こ
れ
を
申
し
、高
さ
四
尺
・横
三
尺
・奥
行
五
尺
を
１
間
の
つ
も
り 

に
て
、前
書
の
と
お
り
（
殊
の
）
外
に
堅
石
に
つ
き
、岩
焼
き
薪
１
間
に
つ
き 

駄
ず
つ
に
て
引
き
請
け
、当
苗
代
時
節
ま
で
に
は
皆
出 

来
致
す
べ
き
旨
こ
れ
を
申
し
、か
つ
右
岩
穴
切
り
抜
き
御
普
請 

仰
せ
付
け
ら
れ
候
え
ば
、右
用
水
御
普
請
の
儀
は
永
々 



                    

お
願
い
す
る
こ
と
は
な
い
つ
も
り
で
御
普
請
を
さ
せ
て
ほ
し
い
と
言
う
の
で
、
そ
の
よ
う
に
代
官

所
に
伝
え
、御
普
請
を
お
願
い
し
ま
し
た
。 

代
官
所
は
、
再
び
勘
定
所
（
江
戸
幕
府
）
の
調
査
を
お
願
い
し
て
、
工
事
の
許
可
が
下
り
ま
し

た
。 勘

定
所
か
ら
懸
け
樋
、
そ
の
ほ
か
の
工
事
費
用
と
し
て
、
追
加
の
米
13

石
５
斗
２
升
８
合
と
、

金
６
両
３
歩
永
30

文
１
分
を
下
さ
れ
ま
し
た
。 

 

岩
穴
掘
り
の
職
人
に
も
葛
野
村
の
農
民
に
も
、皆
に
が
ん
ば
っ
て
工
事
を
し
て
も
ら
っ
た
の
で
、

堀
抜
き
も
用
水
路
も
完
成
し
て
丈
夫
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
と
お
り
完
成
報
告
書
を
差
し
上
げ

ま
す
。以
上
で
御
座
い
ま
す
。 

11 頁 

お
願
い
申
さ
ぬ
つ
も
り
を
も
っ
て
御
普
請
仰
せ
付
け
ら
れ
た
き
旨
、右
の
段 

願
い
上
げ
奉
り
候
と
こ
ろ
、再
応
御
取
調
べ
御
伺
い
の
上
、懸
け
樋 

そ
の
ほ
か
御
普
請
御
入
用
米

石
５
斗
２
升
８
合
、金 

６
両
３
歩
永

文
１
分
の
分
と
も
前
書
の
と
お
り
御
入 

用
下
し
置
か
れ
候
旨
仰
せ
渡
さ
れ
候
に
つ
き
、出
精
仕
り
、切
り
抜
き
御 

普
請
相
仕
立
て
さ
せ
候
と
こ
ろ
、御
普
請
丈
夫
に
皆
出
来
仕
り
候
。 

こ
れ
に
仍
り
出
来
形
帳
差
し
上
げ
奉
り
候
。以
上 



                              1２頁 
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吉
川
栄
左
衛
門
＝
石
和
代
官
。文
政
６
～
11

（
1823

～
1828

）
年
在
任
。 

       

当
時
の
郡
内
領
は
石
和
代
官
預
り
だ
っ
た
。 

   1３頁 

 
 

  

吉
川
栄
左
衛
門
様 

御 

役 

所 



                       
 
 
 
 

      1４頁 

前
書
相
改
め
候
と
こ
ろ
相
違 

こ
れ
無
き
も
の
な
り 

吉
川
栄
左
衛
門 

谷
村 

酉
七
月

御 

役 

所

印 



【
解
説
】 

大
口
堀
抜
が
完
成
し
て
35

年
。
村
民
は
、
そ
の
完
成
時
に
は
、
こ
れ
で
取
水
の
苦

労
も
な
く
な
ろ
う
と
思
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。し
か
し
、
堀
抜
ま
で
引
水
す
る
こ
と
は

決
し
て
容
易
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

大
口
堀
抜
へ
用
水
を
導
く
た
め
に
は
、
そ
の
上
流
の
高
岩
下
か
ら
樋
や
用
水
路

を
敷
設
し
て
導
水
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。順
調
に
取
水
が
で
き
れ
ば
よ

い
の
で
す
が
、常
に
そ
う
と
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

大
口
・
高
岩
下
と
も
に
左
カ
ー
ブ
の
河
流
の
内
側
か
ら
直
線
に
な
る
所
で
、
川
の

浅
瀬
に
な
り
ま
す
。
流
水
が
少
な
い
時
に
は
取
水
口
に
水
を
呼
ぶ
こ
と
が
困
難
に
な

り
ま
す
。
今
回
の
展
示
に
は
省
き
ま
し
た
が
、
文
政
４
年
の
全
国
的
旱
魃
の
際
に
は
、

河
流
が
少
な
く
、
畳
表
や
筵
を
用
い
て
川
を
堰
き
止
め
て
通
水
し
、
土
用
直
前
に
な

っ
て
漸
く
用
水
路
沿
い
の
水
田
だ
け
田
植
え
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。 

一
方
で
洪
水
の
際
は
、
川
辺
の
取
水
口
と
そ
れ
に
続
く
樋
、
用
水
枠
、
土
手
な
ど

の
施
設
は
流
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
用
水
路
や
水
田
の
流
失
も
あ
り
ま
し
た
。
生

活
用
水
を
得
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
度
重
な
っ
た
で
し
ょ
う
。 

事
実
、
記
録
が
残
る
も
の
だ
け
で
も
、
宝
暦
２
～
文
政
７
（

1752

～
1824

）
年
の
70

余
年
に
用
水
路
か
堤
防
の
御
普
請
記
録
が
65

回
も
あ
り
ま
す
（
そ
の
う
ち
19

回

は
同
時
期
に
工
事
、
別
表
参
照
）
。
こ
の
中
で
、
大
口
掘
抜
が
出
来
た
後
の
取
水
口

付
近
（
大
口
、高
岩
下
）
に
か
か
わ
る
御
普
請
だ
け
で
も
17

回
あ
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
葛
野
の
用
水
路
は
、照
っ
て
も
降
っ
て
も
難
儀
の
多
い
も
の
で
し
た
。 

さ
て
、
毎
年
の
よ
う
に
起
き
る
葛
野
川
の
大
水
出
水
は
、
相
模
川
の
上
中
流
域
に

な
る
葛
野
・
林
両
村
の
辺
り
で
は
、
河
川
の
激
し
い
侵
食
作
用
に
よ
り
河
床
が
下
が

っ
て
行
き
ま
す
。高
岩
下
か
ら
大
口
堀
抜
へ
の
取
水
も
い
よ
い
よ
困
難
に
な
り
、
さ
ら

に
上
流
へ
取
水
口
を
持
っ
て
行
く
こ
と
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
文
書
に
よ
れ
ば
、
天
明
（

1781

～
1789

）
年
間
に
代
官
中
井
清
太
夫
（
郡
内
領

支
配
は
天
明
４
～
７
年
、
天
明
の
飢
饉
に
際
し
て
当
地
に
馬
鈴
薯
栽
培
を
普
及
さ

せ
、
「
セ
イ
ダ
ン
ボ
（
清
太
夫
芋
）
」
に
名
を
残
す
）
に
よ
っ
て
高
岩
堀
抜
計
画
が
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
際
は
岩
石
の
堅
さ
に
、
そ
れ
を
掘
り
抜
く
こ
と
が
で
き
ず
中



止
と
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
に
大
口
堀
抜
が
造
ら
れ
、文
政
７
年
に
至
り
ま
し
た
。 

文
政
７
年
春
に
も
高
岩
下
で
取
水
口
付
近
の
大
規
模
な
御
普
請
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
箱
樋
26

間
、
石
積
41

間
、
枠
立
５
組
。
水
門
の
工
事
に
、
延
べ
で
杣そ

ま

21

人
、

木
挽

こ

び

き

42

人
、
大
工
123

人
、
人
足
724

人
が
か
か
わ
り
、
材
木
は
712

本
に
及
び
ま
し

た
。 さ

ら
に
こ
の
文
書
に
よ
れ
ば
、
文
政
７
年
夏
に
も
出
水
に
よ
る
被
害
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
復
旧
は
御
普
請
が
叶
わ
ず
、
村
普
請
を
行
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
『
ふ

る
さ
と
葛
野
の
あ
ゆ
み
』
（
山
梨
日
日
新
聞
社
）
に
は
、
こ
の
12

月
に
高
岩
堀
抜
の

御
普
請
を
代
官
所
に
依
頼
し
て
許
可
さ
れ
た
と
あ
り
ま
す
。 

折
よ
く
隣
郡
鶴
瀬
村
に
掘
抜
名
人
と
言
わ
れ
る
半
田
銀
山
の
「
金
掘
り
軍
治
郎
」

が
い
て
、
長
年
の
懸
案
だ
っ
た
高
岩
堀
抜
を
実
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
軍
治

郎
の
企
画
に
従
っ
て
工
事
を
進
め
た
結
果
、
翌
文
政
８
年
初
夏
の
苗
代
時
に
工
事

が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
現
在
の
田
無
瀬
向
か
い
か
ら
下
和
田
ま
で
お
よ
そ
３
㎞

の
用
水
路
の
原
形
と
な
り
ま
し
た
。 

軍
治
郎
が
言
っ
た
「
工
事
完
成
後
は
永
々
に
御
普
請
を
願
う
こ
と
は
な
い
」
と
ま

で
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
古
文
書
が
残
る
限
り
で
、
そ
の
後
の
明
治
３
（

1870

）

年
ま
で
45

年
間
に
取
水
口
付
近
の
御
普
請
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。 

 

現
在
は
、
長
く
続
く
減
反
政
策
、
農
家
の
高
齢
化
、
米
離
れ
な
ど
か
ら
耕
作
者
も

水
田
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
用
水
路
は
、
本
来
の
水
田
用
水
路
と
し
て
だ
け
で

な
く
、
防
火
用
水
路
、
雨
水
・
生
活
排
水
路
と
し
て
現
代
的
な
役
割
も
担
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
葛
野
地
区
で
は
、
現
在
も
水
田
耕
作
者
、
地
区
役
員
、
消
防
団
が
日

常
的
な
保
守
管
理
に
当
た
り
、
定
期
的
に
地
域
住
民
一
斉
の
清
掃
活
動
も
行
っ
て

い
ま
す
。 

現
在
の
用
水
路
は
、
取
水
・
排
水
口
、
堰
堤
、
堤
防
な
ど
に
恒
久
的
工
事
が
施
さ

れ
、
ま
た
上
流
に
は
県
営
深
城
ダ
ム
が
造
ら
れ
た
の
で
、
流
量
調
節
も
あ
っ
て
、
大
雨

出
水
の
時
に
も
以
前
ほ
ど
の
出
水
は
な
く
な
り
ま
し
た
。 



                                       

古
文
書
に
記
さ
れ
た

 

葛
野
村
の
堤
防
と
用
水
路
の
「
御
普
請
」
の
記
録

 
  №

 
和
暦

 
月

 
西
暦

 
工
事
場
所

 
備

  
考

 

１
 
宝
暦

 ２
 
１

 
1

7
5

2
 
堤
防

 
（
「
明
細
帳
」
か
ら
）

 

２
 
宝
暦

 ６
 
１

 
１
７
５
６

 
用
水
路

 
（
「
ヶ
所
附
帳
」
か
ら
）

 

３
 
宝
暦

 ７
 

 
１
７
５
７

 
堤
防

 
（
「
目
論
見
帳
」
か
ら
）

 

４
 
宝
暦

 ８
 

 
１
７
５
８

 
堤
防

 
（
「
目
論
見
帳
」
か
ら
）

 

５
 
宝
暦

 ９
 
６

 
１
７
５
９

 
堤
防

 
（
「
目
論
見
帳
」
か
ら
）

 

６
 
宝
暦
１
１

 
８

 
１
７
６
１

 
不
明

 
（
「
目
論
見
帳
」
か
ら
）

 

７
 
明
和

 ３
 
１
１

 
１
７
６
６

 
堤
防

 
（
「
目
論
見
帳
」
か
ら
）

 

８
 
明
和

 ４
 
４

 
１
７
６
７

 
堤
防

 
（
「
目
論
見
帳
」
か
ら
）

 

９
 
明
和

 ５
 
６

 
１
７
６
８

 
堤
防

 
（
「
目
論
見
帳
」
か
ら
）

 
１
０

 
用
水
路

 

１
１

 
明
和

 ５
 

1
1

 
１
７
６
８

 
堤
防

 
（
「
目
論
見
帳
」
か
ら
）

 
１
２

 
用
水
路

 

１
３

 
安
永

 ２
 
４

 
１
７
７
３

 
用
水
路

 
（
「
出
来
形
帳
」
か
ら
）

 

１
４

 
安
永

 ２
 
７

 
１
７
７
３

 
堤
防

 
上
河
原
、ど
う
が
ん
沢
、桐
木
田
、御
嶽
沢

 

１
５

 
安
永

 ５
 
３

 
１
７
７
６

 
堤
防

 
上
河
原
、
ど
う
が
ん
沢
、
桐
木
田
、
御
嶽
沢
、

さ
す
み
や

 

１
６

 
安
永

 ８
 
５

 
１
７
７
９

 
堤
防

 
（
「
出
来
形
帳
」
か
ら
）

 
１
７

 
用
水
路

 

１
８

 
安
永

 ９
 
６

 
１
７
８
０

 
用
水
堰

 
（
「
出
来
形
帳
」
か
ら
）

 

１
９

 
天
明

 ２
 
４

 
１
７
８
２

 
用
水
路

 
大
口

 

２
０

 
天
明

 ３
 
５

 
１
７
８
３

 
堤
防

 
山
王
沢
、桐
木
田

 

２
１

 
用
水
路

 
大
口

 

２
２

 
寛
政

 １
 
４

 
１
７
８
９

 
用
水
路

 
大
口
堀
抜
完
成

 

２
３

 
寛
政

 １
 
７

 
１
７
８
９

 
用
水
路

 
高
岩
下

 

２
４

 
寛
政

 ２
 
９

 
１
７
９
０

 
堤
防

 
ど
う
が
ん
沢
尻

 

２
５

 
用
水
路

 
大
口

 
 ※
１

 
 各
時
期
は
代
官
所
へ
報
告
の
時
期
で
、災
害
や
工
事
の
時
期
で
は
な
い
。 

※
２

 
 （

 
）
書
き
は
、
原
物
史
料
を
逸
失
し
た
が
、
『
大
月
市
史
』
編
纂
時
の
「
葛
野
区
有
文
書
目
録
」
に
記
載

さ
れ
た
も
の
。
そ
れ
ら
の
工
事
場
所
は
、「
葛
野
区
有
文
書
目
録
」
の
メ
モ
か
ら
書
き
出
し
た
。 



                                       

  

№
 

和
暦

 
月

 
西
暦

 
工
事
場
所

 
備

  
考

 

２
６

 
寛
政

 ３
 
４

 
１
７
９
１

 
用
水
路

 
高
岩
下

 

２
７

 
寛
政

 ３
 
８

 
１
７
９
１

 
堤
防

 
ど
う
が
ん
沢
、さ
す
み
や

 

２
８

 
寛
政

 ５
 
３

 
１
７
９
３

 
堤
防

 
ど
う
が
ん
沢
、さ
す
み
や
、桐
木
田

 

２
９

 
寛
政

 ５
 
４

 
１
７
９
３

 
用
水
路

 
大
口
、天
王
尻
、御
嶽
沢

 

３
０

 
寛
政

 ５
 
５

 
１
７
９
３

 
堤
防

 
さ
す
み
や

 

３
１

 
寛
政

 ６
 
５

 
１
７
９
４

 
堤
防

 
上
河
原

 

３
２

 
寛
政

 ６
 
６

 
１
７
９
４

 
用
水
路

 
大
口

 

３
３

 
寛
政

 ８
 
３

 
１
７
９
６

 
用
水
路

 
大
口

 

３
４

 
寛
政

 ９
 
４

 
１
７
９
７

 
堤
防

 
上
河
原

 

３
５

 
用
水
路

 
大
口

 

３
６

 
寛
政
１
０

 
４

 
１
７
９
８

 
堤
防

 
さ
す
み
や
、上
河
原

 

３
７

 
寛
政
１
１

 
３

 
１
７
９
９

 
堤
防

 
さ
す
み
や
、上
河
原

 

３
８

 
用
水
路

 
大
口

 

３
９

 
享
和

 １
 
４

 
１
８
０
１

 
堤
防

 
（
「
出
来
形
帳
」
か
ら
）

 
４
０

 
用
水
路

 

４
１

 
享
和

 ２
 
２

 
１
８
０
２

 
堤
防

 
（
「
出
来
形
帳
」
か
ら
）

 
４
２

 
用
水
路

 

４
３

 
享
和

 ３
 
２
 
１
８
０
３

 
堤
防

 
（
「
出
来
形
帳
」
か
ら
）

 
４
４

 
用
水
路

 

４
５

 
文
化

 １
 
４

 
１
８
０
４

 
堤
防

 
（
「
出
来
形
帳
」
か
ら
）

 
４
６

 
用
水
路

 

４
７

 
文
化

 ２
 
５

 
１
８
０
５

 
堤
防

 
（
「
出
来
形
帳
」
か
ら
）

 
４
８

 
用
水
路

 

４
９

 
文
化

 ５
 
３

 
１
８
０
８

 
堤
防

 
（
「
出
来
形
帳
」
か
ら
）

 

５
０

 
文
化

 ６
 
３

 
１
８
０
９

 
堤
防

 
上
河
原
、水
道
下

 

５
１

 
用
水
路

 
大
口

 

５
２

 
文
化

 ７
 
３

 
１
８
１
０

 
用
水
路

 
大
口

 

５
３

 
文
化

 ８
 
閏２

 
１
８
１
１

 
堤
防

 
ば
ん
ば
、さ
す
み
や

 

５
４

 
用
水
路

 
大
口

 

 



                                       

 
 

 

№
 

和
暦

 
月

 
西
暦

 
工
事
場
所

 
備

  
考

 

５
５

 
文
化
１
１

 
３

 
１
８
１
４

 
堤
防

 
さ
す
み
や
、御
嶽
沢

 

５
６

 
用
水
路

 
大
口

 

５
７

 
文
化
１
４

 
３

 
１
８
１
６

 
用
水
路

 
大
口
、ど
う
が
ん
沢
、御
嶽
沢

 

５
８

 
文
化

1
4

 
８

 
１
８
１
６

 
用
水
路

 
大
口
、ど
う
が
ん
沢
、山
王
沢

 

５
９

 
文
化

1
5

 
３

 
１
８
１
７

 
用
水
路

 
大
口
、井
路

 

６
０

 
文
政

 ３
 
２

 
１
８
２
０

 
堤
防

 
出
シ
、さ
す
み
や

 

６
１

 
用
水
路

 
大
口

 

６
２

 
文
政

 ５
 
２

 
１
８
２
２

 
堤
防

 
御
嶽
沢
、さ
す
み
や

 

６
３

 
用
水
路

 
大
口

 

６
４

 
文
政

 ７
 
４

 
１
８
２
４

 
堤
防

 
上
河
原
、桐
木
田

 

６
５

 
用
水
路

 
大
口
、高
岩

 

６
６

 
文
政

 ８
 
２

 
１
８
２
５

 
堤
防

 
上
河
原
、桐
木
田
、御
嶽
沢
、ば
ん
ば
、さ
す
み
や

 

６
７

 
文
政

 ８
 
５

 
１
８
２
５

 
用
水
路

 
高
岩
堀
抜
完
成

 

６
８

 
文
政

1
1

 
７

 
１
８
２
８

 
堤
防

 
高
岩
下
、
上
河
原
、
天
王
沢
、
ど
う
が
ん
沢
、

桐
木
田
、
ば
ん
ば
、
さ
す
み
や
、
山
梨
沢
、
山

王
沢
、布
袋
沢

 

６
９

 
文
政

1
2

 
３

 
１
８
２
９

 
堤
防

 
上
河
原
、桐
木
田
、さ
す
み
や
、ば
ん
ば
、高
岩
下

 

７
０

 
天
保

 ７
 
２

 
１
８
３
６

 
堤
防

 
（
「
出
来
形
帳
」
か
ら
）

 
７
１

 
用
水
路

 

７
２

 
天
保

 ８
 
３

 
１
８
３
７

 
堤
防

 
上
河
原
、さ
す
み
や

 

７
３

 
用
水
路

 
高
岩
下
、御
嶽
沢
、山
王
沢

 

７
４

 

安
政

 ６
 
８

 
１
８
５
９

 

堤
防

 
上
河
原
、桐
木
田
堰
下
、外
河
原

 

７
５

 
用
水
路

 
高
岩
下
、天
王
沢
、土
井
地
、ど
う
が
ん
沢
、石

橋
、
お
ん
こ
く
だ
、
御
嶽
沢
、
森
の
下
、
さ
す
み

や
、栃
石
、高
橋
、山
王
沢

 、布
袋
沢

 

７
６

 
慶
応

 ２
 
８

 
１
８
６
６

 
堤
防

 
桐
木
田
、堰
下
、上
河
原

 

７
７

 
慶
応

 ３
 
４

 
１
８
６
７

 
堤
防

 
桐
木
田
、堰
下
、上
河
原

 

７
８

 
明
治

 ２
 
６

 
１
８
６
９

 
堤
防

 
上
河
原
、桐
木
田
、さ
す
み
や

 

７
９

 
用
水
路

 
天
王
沢
、高
岩
下
、ど
う
が
ん
沢
、お
ん
だ
し

 

８
０

 
明
治

 ３
 
６

 
１
８
７
０

 
堤
防

 
上
河
原
、馬
場
道
下
、さ
す
み
や
、桐
木
田

 

 






